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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、動植物由来タンパク質を異種宿主において可溶性発現させるための合理的手法の確立並

びにこれまで検討対象とされてこなかった節足動物由来の有用酵素の探索及び特性解明に取り組むも

のである。 

課題の一つであるヤスデのゲノム解析については、シアン代謝に関与する多くの酵素遺伝子群を見

いだしている等の研究成果を上げている。また、もう一つの課題である可溶性発現を可能とするタンパ

ク質のアミノ酸変異予測法として開発した「α－ヘリックス則」及び「INTMSAlign-HiSol 法」のソフ

トウェアに関する有効性の検証については、適用範囲が拡張する等研究が進展しているが、一方で、当

該ソフトウェアを適用できないタンパク質が存在するという限界も認められる。 

今後はソフトウェアの公開を急ぐとともに、適用不可能なタンパク質の可溶化技術の開発にも取り

組むことが必要である。 


